
森林管理署と合同で林業現場の安全パトロールを行いました。 

 

 北見労働基準監督署(署長 吾子勇二)は、１１月、北見署管内にある森林管理署と林業現場

の合同パトロールを実施いたしました。合同パトロールは森林管理署からパトロールの協力依

頼を受け、国有林事業における請負事業体等の労働災害防止対策を目的に、毎年、春・秋の２

回実施しております。合同パトロールは森林管理署長、林業・木材製造業労働災害防止協会北

見分会の事務局長が参加いたしました。 

 

●１１月１３日、網走中部森林管理署合同安全パトロール 

●１１月１８日、網走西部森林管理署合同安全パトロール 

●１１月２５日、網走南部森林管理署合同安全パトロール 

   

 道内の林業現場においては、令和６年１１月から令和７年３月までの５ヵ月間に８名もの尊い

命が労働災害によって失われている異常事態となり、北見署管内ではこの間に３名の方がお

亡くなりになりました。 

 このため、令和７年度は、北海道労働局労働基準部、北海道森林管理局森林整備課部、北海

道水産林務部が主催者となり、令和７年度林業死亡災害撲滅運動(見直そう、基本的な伐倒手

順：９月１日から１１月３０日まで)を展開し、安全管理の強化等による死亡災害ゼロを目指して

おります。 

 冬季を迎えましたが、林業死亡災害撲滅運動で高めた安全意識を事業場に定着させ、冬山に

おける労働災害防止の徹底をお願いいたします。 

 

 

【＊以下の写真は網走西部森林管理署と合同でパトロールをしたときの状況を撮影したもの

です。】 

 

林業・木材製造業労働災害防止協会による受口、切り残し幅などの確認の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 森林管理署、林業・木材製造業労働災害防止協会、当署それぞれの立場から注意点などを説

明いたしました。パトロールの対象となった事業者や作業員の方はいずれも労働災害防止に高

い関心があり、関係機関からの説明を熱心に聞き、安全意識を高められておりました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

この日は特別に、林業・木材製造業労働災

害防止協会の方が偏心木の伐倒等を行い、

伐倒技能や安全確保について実演付で説明

していただき、参加者全員が安全対策の重

要性等を深く再認識いたしました。 


